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《国語科》

新たな課題を見いだし、問い続ける生徒の育成 (2年次）

—国語科におけるアクティブ・ラーニングの視点を通 して―

新垣真＊ 新垣元子＊ 玉城晃＊ 武藤消吾＊＊ 萩野敦子＊＊

＊琉球大学教育学部附屈中学校 ＊＊琉球大学教育学部

I 主題設定の理由

1 社会的な背景から

2017年3月に、新しい学習指森要領が告示された。

新しい学習指導要領の改訂の背景について、中央教

育審議会の答申 (2016年12月）では、現在の子供たち

が社会人となる2030年を念頭に置き、「子供たち一人

一人が、予測できない変化に受け身で対処するのでは

なく、主体的に向き合って関わり合い、よりよい社会

と幸福な人生の創り手となる力を身に付けられるよう

にすることが重要」 (I)と述べている。

そこで、各教科の指森においては、主体的 ・対話的

で深い学び（アクティブ ・ラーニングの視点）の実現

に向けた授業改善が求められている。

国語科では、「言菓による見方 ・考え方」をふまえ

た言語活動をより充実させることで、主体的 ・対話的

で深い学びの実現を目指すことが求められている。

2 これまでの研究から

昨年度から、本校国語科は、研究テーマ「新たな課超

を見いだし、問い続ける生徒の育成」を掲げている。

1年次の研究の成果と課題は、次の通りである。

(1) 成果

・「パフォーマンス課題」として課題（問い）の工夫を

行い、ゴールを明示し目的を明確にすることで、生

徒が主体的に授業に参加し、課穎を解決しようとす

る姿が見られた。

・「モニタ リング」を行うことによって、生徒自身が今

まで見えていなかった自分の姿を俯敵的に見ること

ができるようになり、表情も含めた自分や友達の発

言をより批判的に捉えることにつながった。

・「リフ レクションシー ト」の活用により、生徒の思考

が、どこで変容したのか自己内省をすることができ、

思考の可視化（みとり）につながった。

(2) 課題と改善点

• 生徒の疑問から「問い」につながるパフォーマンス

課題と評価の開発について、引き続き研究を深める

必要がある。

・「モニタリング」を通して、どのように自分が変容し

たかという自己評価の押さえが不十分であった。

1年次の研究では、アクテイプ ・ラーニングの視点

を通して授業改善の成果が見られた。一方で、評価を

どのように改善すればいいのかという課題も残った。

3 生徒の実態から

沖縄県教育委員会「学力向上推進プロジェクト」

(2016年 12月）によると、平成 28年度全国学カ ・学習

状況調査結果から、本県の中学校の生徒の実態として、

「学力については向上傾向にあるものの、授業におけ

る基本事項については課題が見られる」 (2)ことが分か

った。また、「学校質問紙から、思考を深める発問、話

し合う活動、振り返る活動の項目が、 50%以下になっ

ており、課題といえる」 (2)と考察している。

以上の実態から、沖縄県教育委員会は、目指す授業

像を「他者と関わりながら、課題の解決に向かい『問

い』が生まれる授業」 (2)と設定し、教師間で共有しなが

ら授業改善の取り組みを共通実践することとした。

この目指す授業像は、本校国語科の研究テーマと類

似する部分がある。本県の学力向上推進プロジェクト

と関連しながら研究を進めることは、本県の生徒の確

かな学力の向上に寄与すると考える。

II 本研究の目的

本研究の目的は、国語科におけるアクティプ ・ラー

ニングの視点について研究、実践することを通して、

新たな課題を見いだし、問い続ける生徒を育成するこ

とにある。
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m 目指す生徒像

1 「見通す・伝え合う ・振り返る」活動を通して、多

面的・多角的に考え、問いを持つことができる生徒。

2 主体的に学習に参加し、他者と吟味して考え、新

たな課題を見いだすことができる生徒。

w 研究内容

1 新たな課題を見いだし、問い続ける生徒とは

「新たな課題を見いだし、問い続ける生徒」とは、学

習のまとめにおいて、分かったことなどを幣狸するだ

けではなく、習得した知識や技能を活用して、新たな

解決したい課題を見いだすことができる生徒である。

つまり、考え続けることをやめない生徒だといえる。

これからの変化の激しい社会を生き抜くには、どん

な状況にも対応できる柔軟な精神力と思考力が必要と

なる。子供たちが将来問題に直面したときに、どうし

てうまくいかないのか、どうして、その活動やステッ

プが必要なのかなどを自問し、解決し、さらに、そこか

ら新しい課題やアイディアを生成する力を中学校では

育成しなければならないと考える。

そのような能力を育成するためには、深く考える活

動や経験を授業者が授業の中で意図的に仕組むこ とが

必要であり、 生徒が意欲的にやってみたいと忠う「課

題設定」や「発問」 のエ夫が重要となる。そのために、

単元の本質的な問いが何かを吟味し、本質的な1111いか

ら、生徒自らが学習せざるを得ないような課閣解決を

目指す言語活動を、単元を通して設定し、実践する。 課

題を解決する過程をくり返すことで、問い続ける牛徒

の育成につながると考える。

では、生徒が問い続ける「問い」とは何か。野矢(2017)

は、問いの形を「情報の問い」 「意味の間い」 「論証の問

い」と三つの問いの形に分けている叫

情報の問いとは、さらなる梢報を引き出す質問であ

る。情報の問いは、より詳しく知りたいという質問と

関連する話題をさらに知りたい質問に分けられる。

意味の問いとは、相手の言ったことの意味がよくわ

からないとき、それを尋ねる。それは、もっと分かりた

いために具体的な説明を求めることも含まれる。

論証の問いとは、納得するために、「なぜ、そう考え

るのか」と根拠を求める問いである。この「論証の間

い」が、生徒から自ずと生まれ続けるような指森のエ

夫を国語科では行うことが必要であると考える。

2 国語科におけるアクティブ・ラーニングの視

点とは

国語科におけるアクティプ・ラーニングの視点とは、

単元を辿して課題解決を目指す言語活動のさらなる充

実 ・深化であると考える。

首語活動の充実は、現行教育課程の中核に位置する。

これまでも各学校では、言語活動の充実の取り組みが

なされてきた。「論点整理」 (2015年 8月）では、 「その

成果を受け継ぎ、引き続き充実を図ることが重要」 (1)

としている。

言語新動は、教育課程が展開される中で、各教科の

H標の実現のために手だてとして用いられる学習活動

である。ただし、言語活動を行うには、生徒逹に相応の

言語能力が培われていないと行えない。高木ら (2016)

は、「ましてや『アクティプ ・ラーニング』という、今

まで以上に監かな学習活動を展開することが求められ

ている次期教育課程においては、さらに言語能力が求

められる。したがって、『言語能力の育成』という国語

科の役割はますます爪要となる」 (5)と述べている。

3 具体的な取り組み

(1)アクティブ・ラーニングの視点を通したカリキュラ

ムマネジメン ト

カリキュラムマネジメントについて、田村 (2016)

は、「カリキュラムとは、教育計画だけを指すのではな

く、 11:I姐を解決するための手立てを具体的に計画し、

実践し、その評価を行い、よりよいものに改善してい

く。その一連の作業をカリキュラムマネジメントと言

う」 (6)としている。

国語科では、単元を通して課題解決を目指す言語活

動を設定し、それを辿して指蒋Tl]:項を指群してきた。

つまり 、単元のゴール（目指す姿）に向かって生徒自身

の力で解決できる課題を設定・実施・評価し、その一連

の活動を他の単元においても繰り返し行うことで、言

語活動の充実を図ってきた。

例えば、「『平家物語』を映両化するなら、00の場面

で、どんな浪技指示井を出す？」という単元を通して

課題解決をめざす言語括動を設定する。このよ うな課

頌を解決することで、生徒は、身に付けたい力を身に

付けられるようになる。そうすることで、次の課題で

も、その身に付けた力を活用し、自 ら課題を解決して

いくことができるようになると考える。
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また、西岡 (2016)は、「アクティプ ・ラーニングを

取り入れるにあたっては、領域ごとの目標を明確に設

定し、それらの目標を適切に対応する評価方法を組み

合わせつつ用いることが重要である」 (i)と述べている。

単元の指導計画に基づいて、毎時問の授業で目標や

学習の手順、学習課題などを板国やプリントで生徒に

示すことで、学習の見通しと、単元のゴールを生徒と

共有することができる。これにより生徒は、課題に対

して、より具体的なイメージをもつことができ、主体

的に学習に取り組むことができるようになると考える。

アクティプ ・ラーニングの視点を通したカリキュラ

ムマネジメントを行うということは、国語科において、

さらなる言語活動の充実と、付けたい力を明確にした

単元計画及び実践、また、みとりを行い、改善しながら

目指す生徒像を実現していくことだと考える。

(2)アクティブ・ラーニングの視点を通した評価

西岡 (2016)は、「アクティプ ・ラーニングを取り入

れるにあたっては、知的問題解決を求めるような評価

方法を明確にしつつ、単元設計に取り組むことによっ

て、『キ体的 ・対話的で深い学び』の実現につながる」

とし、そのために「思考カ ・表現カ ・判断力を育成する

パフォーマンス評価が有効である」 (8)と述べている。

また、「論点整理」 (2015年8月）でも、「バランスの

とれた学習評価を行っていくためには、指洋と評価の

一体化を図る中で、論述やレポートの作成、発表、グル

ープでの話合い、作品の制作等といった多様な活動に

取り組ませるパフォーマンス評価を取り入れ、ペーパ

ーテストの結果に留まらない、多面的な評価を行って

いくことが必要である」 (9)とある。

パフォーマンス評価とは、知識やスキルを状況にお

いて使いこなすことを求めるような評価方法である。

具体的には、論説文やレポート、展示物といった完成

作品や、スピーチやプレゼンテーション、実験の実施

といった実演（狭義のバフォーマンス）を評価する課題

のことである。

そこで、どのような課題をどのような状況で行った

ら、生徒はどのようなパフォーマンスを示したのかを

検証したい。また、具体例（生徒のワークシート記述や

作品）、実施した授業実践、評価方法、評価指標（単元

の指導計画、パフォーマンス課題， Jレープリック等）を

研究し、具体的な評価について探究したい。

① 「パフォーマンス課題と評価」の実践

国語科においてバフォーマンスを評価する課題を設

定するにあたっては、西岡ら (2016)は、「『何を』『どの

ように』話したり ・ 慨lいたり ・ 苫いたり • 読んだりする

のかを、問う必要がある」 (LO)と述べている。例えば、

小説から上人公の心情を諒み取るだけの授業は、内容

主義の指洋に陥る危険性があり、話す型を学習するだ

けの授業は、形式主義の指森となる危険性がある。

これらの問題を回避するには、国語科の領域ごとの

「本質的な問い」を明らかにし、生徒が取り組みた＜

なり、実力が発揮できる課題を設定することが重要と

なる。そこで本校国語科は、領域ごとに、どのようなパ

フォーマンス課姐が設定できるかを試案した (VII資料

表5 「パフォーマンス課題例」を参照）。

このようなパフォーマンス課題に対して、思考カ ・

表現カ ・判断力を育成するパフォーマンス評価を単元

の毎時問に実施することは現実的に難しいと考える。

そこで、パフォーマンス評価は、単元の第0時に、O

0の評価方法を用いて評価するなどを記した単元の指

祁計画が重要となる。「思考・判断・表現」については、

バフォーマンス課題で評価し、「知識 ・技能」は、筆記

テストや実技テストで評価するなど、単元の指森計画

に基づいた適切な方法で評価することがアクティプ ・

ラーニングの視点を通した実践につながると考える。

② 「ルーブリック」 （評価基準表）の共有

生徒が「確かな学力」を確実に身に付けていくため

には、今の自分がどのように学んでいるのかを振り返

りながら、次の学習に向かう必要がある。そこで、授業

者だけがJレープリック（評価基準表）を持つのではな

く、学習者にもループリック (VII浴料表6 「ループリ

ック例」を参照）を共有させたい。

これにより、自己評価を促すと同時に相互評価を行

うことが可能になる。Jレープリックを通して生徒は自

らの学ぴの立ち位附を見定め、「言菓による見方 ・考え

方」をより働かせることができるようになると考える。

以上のように、「パフォーマンス課題と評価」、「ルー

プリック」の共有を取り入れることにより、より効果

的なアクティブ ・ラーニングの視点を通した実践にな

ると考える。そして、これらの実践は、新たな問いを見

つけ、課題に対して体得した知識や技能を活用し、克

服しようとする生徒の育成につながると考える。
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V 実践事例

1 第 1学年

(1)単元名「6 作品を読み解く」

学習材名 「少年の日の忠い出」（東）杖甚節）

(2)目様

・作中の表現描写から登楊人物の人物像を砒み取る

．描写から登場人物の心惜の変化を続み取る

・終末の場而の意味について自分なりに解釈し考える

(3)本実践の目的

文学的文章について、小学校邸学年では、「登垢人

物の相互関係を基に、人物倣や心t,りを想像盟かに諒む

こと」が指洋されている。中学校,'料腎指禅要領では、

「C 読むこと」 (I)イ「場面の展開や登場人物の相互

関係、心↑村の変化などについて描写を基に捉えるこ

と」が指群事項として挙げられていることから、本単

元では「語義や描写に注Hして登場人物の心桔や作品

を読み深める力」を身に付けさせたい。

また、知識構成型ジグソー法を辿じて文学的な文漱

を説み深める視点を得ることで、学秤者が主体的に恨

拠に基づいて読み深める））を育成したい。

(4)実践内容

本単元に位附づけた言語活動は、 「C 説むこと」

(2)イ 「小説や随喰などを読み、考えたことなどを記

録したり伝え合ったりする活動」である。

登場人物の「僕」の人物像や心枯を読み取ったうえ

で、終末の場而が作品の見所であることを説明するた

めの企画甚を完成させるバフォーマンス課題を単元の

最終時に位四づけた。

あなたはCM作成会社の社員です。今度「少年の日

の思い出」の映画化が決定し、 CM作成班の班長に任

命されました。

4つのコマ割りのうち 3つは決まったのですが、

「僕」が 「チョウを一つ一つ取り出し、指で粉々に押

し潰してしまった」場面をCMの最後に採用したいと

思います。企画部長は「僕」がチョウを盗む場面をC

Mの最後に採用しようとしています。最後の場面がこ

の作品の見所であることを、企画部長に提案するため

の企画書を完成させなさい。

学習の第 l次でパフォーマンス課題とループリック

（評価基準表）を共有し、学齊の見通しをもった (VU

臼料図5 「リフレクションシー トの実際」参照）。 「学

びにつながる間い」と称し、作品について疑問がある

か吟ねたところ、多くの生徒が「なぜ『僕』は最後に

チョウを泊したのか？」、「エーミールが蔑らなかった

のはなぜか？」、なかには「なぜ語り手が変化したの

か？」という作品の構成に疑問を持つ生徒もいた。

第2次では描写に注目して登場人物の人物像や心情

を読み取る学習を設定した。心情については、知識構

成型ジグソー法により、クジャクヤママユに期待を寄

せていた「僕」が、盗みを犯してエーミールに断罪さ

れるまでの心情の変化やその理由について、 根拠を明

らかにして「見える化」する学習活動を取り入れた。

物語の道筋を確認しながら、 「僕」の心情の変化につ

いて描写を品に説み取り、協力しながら読み進める姿

が見られた。また、作品の構成を明らかにするため

に、「客」と「私」の場面があることの意義について

考える場を設定した。生徒は「回想の場面の前提とし

て示している」、「物語とのつながりをもたせるため」

と同想垢面へ移行するための伏線であることを理解し

ている様子がうかがえた。また、作品を「客」の回想

で終えることにどのような効果があるか考える場面を

設けたところ、「読み手に想橡させるためー、「回想の

場面をまとめたら答えが 1つになってしまう」と、回

想の場而で終えることで、物語の解釈を読み手に委ね

る効果があることを説明する生徒の姿も見られた。

第3次では、再び知識構成型ジグソー法によって、

「『チョウを指で押し沿すこと』は『僕』にとってど

のような意味があるのか」をメインの問いとして、エ

キスパー トの視点を生徒に提案させる場を設けた。生

徒は「『僕』の『チョウ』に対する気持ちを考える」、

「一つ一つ、指で、粉々にという『僕』の行動の意味

を考える」、「まとめて捨ててしまってはダメなのか」

「なぜわざわざ『闇の中』でチョウを瑣したのか」と

いったエキスパートの視点を考えることができた。メ

インの課題を解決するために、A 「『僕』にとっての

『チョウ』とは？」、13「『檄りさえしなかった』とい

う表現について」、 C 「なぜ一度に捨ててしまわない

のか」をエキスパート斑料として選定し、知識描成型

ジグソー法を取り入れ、終末の場面の「僕」にとって

の邸味を、描写に根拠を求めて考える時問を設けた。
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表 1 単元の指導計画

次 時 評価規準 具体的な学習活動
1 1 聾ウォーマンス課題を解決するために、終末の場面

2 に注目して読み、自分なりの疑問をもって学習に取 ・パフォーマンス課題とループリック（評価基準）をリ
り組んでいる。 フレクションシートに提示し、学習の見通しをもつ。

固心情を表す語句や情梨描写の言薬の意味を文脈に応 ・全文を通読し初発の感想や疑問を害く。

じて理解している。

2 3 圏作に捉中の登場人物に1対］する描写からその人物像を適切
4 えている。 ・「僕」と「エーミール」の人物像を考える。
5 目回想場面の「僕」の心情の変化やその理由について ・「僕」の心情の変化や理由について、知識構成型ジグ

描写を基に捉えている。 ソー法により根拠を明らかにして「見える化」する。

國 乍品の構成に注目し、回想楊面で終えることの効果 ・作品の終末が回想の場面であることの効果を考える。

を解釈して説明することができる。

3 6 琶押「僕」が 「チョウを一つ一つ取り出し、指で粉々に ・作品の終末場面の重要性について、知識構成型ジグソ
7 し洪してしまった」場面の重要性を理解してい 一法により 、エキスパートの視点から根拠を明らか

る。 にして話し合う。

目終末の楊面を語義や描写に注目して読み、その意味 ・パフォーマンス課題に取り組む。

について説明する文章を苫いている。

(5)実践の考察

① 生徒の学習の評価（授業前後の変容 ・比較）

第3次のパフォーマンス課題に取り組む前の生徒A

の記述の実際を以下に示す。

このチョウを見るとエーミールとの思い出もよみが

えってきて、忘れたかったからだと思う。全部一気に

捨てなかったのはやっぱりチョウが大好きだったか

ら、 1つ1つお別れをしていったと思いました。それ

から、粉々にするということは、取り返しのつかない

ことだから、 置いも少しはあると思いました。

表現のつたなさはあるものの、この記述からは終末

の場面にエーミールに対する賊罪、チョウにまつわる

思い出との訣別、出来事を忘れたいと思う「僕」の心

情を読み取ることができているため、［おおむね満足

できる】と評価するこ とができよう。

生徒Aのパフォーマンス課姐の記述の一部を示す。

終末のシーンには、「僕」のチョウに対する思いが

たくさんつまっていると思います。〈中略〉 「僕は悪漢

だということに決まって しまい」、悔しさ、悲しさで

チョウに申し訳なくなり、 大好きだけど自分がもって

いても幸せにはできないと思って、 1つ1つ最後のお

別れとけじめで、 1つ1つ手で浪したと思うからです

（けじめは自分の手で）。 また、暗闇の中で潰すのには

理由があって、僕の心情が悲しい、気持ちが暗いから

「闇」をわざとだして、 僕の心情を読み手に伝えたか

ったんだと思います，

この記述からは、 「闇の中で」という描写を学習者

が主体的に解釈し、 登場人物の心情を考えている様子

がうかがえることから 【満足出来る］と評価すること

ができる。これらの記述に加えて、「その前に」、「と

び色の箱」、「寝台の上で」、「1祖の中で」等、終末の文

・学習をふり返る。

以外の描写を取り上げ、 「僕」が「チョウを見るのも

はばかられる」ことや 「自分だけの空間で作業をする

こと」の意味について読み手が主体的に解釈して記述

してあるものを ［満足できる］と評価できよう。

② 授業デザインの振り返り

本単元の実践にあたって、文学的な文章を読む際、

描写を基に登場人物の心情や場面の展開の理解に役立

てて読み深めるために、単元末にパフォーマンス課題

を設定した。パフォーマンス課題を解決するために、

物語を回想の場而で終える効果や終末の場面を読み取

るためのエキスパー トの視点を考えることによって、

終末の場面に対する自分の考えを形成しながら（乍品を

読み深めつつ学習を進めることができた。

③ 実践を踏まえた授業の改善点

見通しをもって学習に臨むことによって、生徒は終

末の場而の「僕」の心情や行動について語義や描写に

注目して読み取ることができた一方で、 「僕」にとっ

ての「伯い」や 「別れ」に考えを集約し説明する生徒

の姿も見られた。ジグソー学習においては「u戊罪」、

「反省」、「後悔」、「自責」、「訣別」というキーワード

につながる考えの広がりが見られたが、それらを活用

し考えをまとめることに課題が見られたことから、多

面的、多角的な読み方ができるようなクロストーク

（共有）の工夫が必要であったと考える。

また、ジグソー学習で学んだ視点をふり返る手立て

の工夫や働きかけによって、パフォーマンス課題で多

面的、多角的な読みを生かした記述を支えることがで

きると考える。
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2 第 2学年

(I)単元名 くいぬうたんなしちらゃびら

（恋の歌をみんなで聴きましょう）

教材名 「琉歌を読んでリライト しよう」

(2)目標

・歌に込められた思いや、作者のものの兄）］や考え）j

に関心を持ち、対話を通して 自分の考えを深める

・tN批や心1打を表す語句や表現のエ夫に注邸して、琉

歌を砒み味わう

．諒み11又ったことを自分の言痰でリライト (I『表現）

することで、作者の思いを想像する

(3)本実践の目的

本実践は、 「C 読むこと」(J)イ「文窃全体と部分の

関係、例示や描写の効果、などを考え、内容の狸解に役

立てる」力、加えて、「伝統的な言語文化と同語の特酋

に関する事項」ア（イ）「古典に表れたものの見）jや考

え方に触れ、登場人物や作者の思いなどを想像する 4

力を育成することを目的としている。本時において知

識枯成型ジグソー法を取 り入れることで、牛徒自らじ

（本的にことばを説み、対話することで新たな視点に気

づき、想像を膨らませ、自分の諒みを深めさせたい。

(4)実践内容

本単元は、琉歌「流れゆる水に桜花うきてぃ色災ら

さあてどすくてみちゃる」（吉屋チルー）の解釈をもと

にショートストーリー（以下 SS)を囲くという表現活

動を行う。その際短歌や琉歌の情最について想像を膨

らませる 手立てとして、知識構成型ジグソー法を取り

入れる。その対話の中で他者と関わり、意見交換する

ことを通して、新たな視点に気づき、個に戻ったとき

に自分なりの考えを深めることにつながると考える。

エキスパート活動

また、思考する力や想像する力を邸めるために、パ

フォーマンス課題を次のように設定した。

今年度も、滋賀大附属中学校の生徒の皆さんが修学旅行

で琉大附属中を訪れ、交流会をすることになりました。皆

さんはその際に、滋賀大附属中の生徒に、沖縄の伝統文化

である、「琉歌」を紹介しなければなりません。県外の中学

生に、「琉歌」とはどんなものか分かりやすく説明し、おス

スメの「琉歌」を紹介するリーフレットを作りなさい。

第 1時では、生徒にパフォーマンス課迎を提示し、

屯元の見通しを持たせた。その後、前期に学皆した短

歌の鑑質文を見直し、登楊人物や状況設定などの1視点

に沿って短歌のイメージを膨らませる活動を行った。

第 2時では、200字SSを創作する新動を行った。前

時に書く材料は出してあるので、息い息いに想像し言

築からイメージを膨らませる括動を楽しんでいた。そ

の後、短歌と琉歌の追いを考え、 「ていんさぐぬ花」や

「組踊」など、現在にも琉歌のリズム（八八八六）が歌

い継がれていることを学んだ

第 3時では、知識構成型ジグソー法を取り入れ、こ

とばに込められた作者の息いを説み取る活動を行った。

エキスパート資料を、 A 「作者」 B 「桜花」C 「琉歌の

構造」の 3つの視点で考えさせ、ジグソー課超 「作者は

この歌にどんな思いを込めたのだろう」に取り糾み、

ことばに込められた作者の息いを砒み取った。

第4時では、前時で諒み取ったことをもとに 200宇

SSを占くことで個々の諒みを深め、想像を広げていた。

第 5時からは、県外の中学牛に琉歌について説明し、

おすすめの琉歌を紹介するというハフォーマンス課阻

に取り組むため、 3つの琉歌から好きな歌を選び、 200

字 SSを占く活動を行った。31い111の創作ということも

あり、スムーズに占き進めるこ とができた，

第 6時では、創作した 200字 SSを班で紹介し合い、

相互評価した。またふり返り として、「占岱から想像す

る力がついた。作者に共感できた」とあった。

ジグソー活動 （各エキスパート説明）

図 1 本時（第3時）の学習の流れ
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表2 単元の指蕊計画

時 評価規準 具体的な学背活動

1 
軍’代文の視点をもとに、想像を膨らませて井い ・学習のねらいや見通しをつかむ。

ている。 ・短歌の鐙炊文を見直し、観点に沿ってイメージを作る。

2 
圃徴伝を統9的卵なけ語文化を楽しんで音読し、元船の特 · 1)1j時のイメージ占きから、 200字ショートストー リ ーを，f~< C 

して、琉歌を読んでいる ・琉歌について触れる。

3 
晋溶や表現の仕方、背呆などに注意して読み、 • 吉届チルー「流れゆる水に～」の琉歌を説み解く。

内容理解に役立てている。 圃乍者が伝えたい思いは何だろう？

-1- 目内容や表現の仕方に注意して謡んでいる。 • 前時の諒み取りをもとに、 200字ショートストーリーを淋く。

5 
目琉歌を楽しんで説み、言槃の特徴やきまりなど • 三首の琉歌から一つ選び鑑買し、 200 字ショートストーリー

に注意して丹：いている。 を~I;- く 。

6 
琶（也 砂）~I}いたショ ート ス トーリ ーの良い点 ・自分の，I}:いたショートストーリーを紹介する交流会を行い、「琉

を、自分の作品に活かしている。

(5)実践の考察

① 11て徒の学秤の評価（授業前後の変容 ・比較）

本時の問いに対する授業前の記述と 、ジグソー学習

後の記述の変容を比較する。

本時では、 「琉歌」に込められた作者の思いを、観点

を持って想像することを目標とし、作者「吉屋チルー」

のものの兄）jや考え方を想像していると判断できるも

のを、 ［おおむね満足できる）状況 (B) と設定した。

生徒s(ま、学習前の記述において、 「この琉歌はどん

な意味を持った：：即だと思いますか」としヽう『肌ヽ に対し

て、「又しいものにはHを蒋われやすい。それを息わず

すく つてしまった歌だと思う。」と記述しており、見え

ている付け化のみをとらえたものであった。

しかし、第3時の知識構成型ジグソー法を取り人れ

た学科後は、 「『流れゆく桜』は『吉屈チJレー』自身を表

し、 『川の流れ』は、 『迎命の流れ』を表している。つま

り、吉犀チルーは、流れていく桜を見て、運命の流れに

逆らえない自分を重ね、そんな自分を誰かがひろって

げく って）転牛させて欲しい。という思いを込めて

この琉歌を詠んだのでなないか。」という記述になって

おり、 「桜花J「川」「すくう」ということばに行IIし、

「古駐チルー」 の立場に閥き換えて想像が広がってる

ることが説み取れる記述となっている。生徒Sについ

ては、評価規準に基づいて、【おおむね瀾足できる】状

ジグソー活動（メイン課題）

歌」の魅）Jについて考える。

況 (B)の評価ができると考える。

② 授業デザインの振り返り

本屯元では、「県外の中学生に琉歌を説明する」とい

うパフォーマンス課題を設定し、「琉歌」の読み取りを

行った。ジグソー学習を辿して 「琉歌」を説み取る中

で、クロストークでの友達の意見に共感したり新しい

発兄があったりなど、証み取るコツをつかんだ様子で

あった。また、「琉歌」の諒み取りを通して、沖縄の古

典文学を身近に感じることで、 11常生括で耳にするこ

とが希簿になっている 「方言」に触れ、沖縄の伝統的な

言語文化に親しみを持つことができたと考える。また、

ハフォーマンス課題に対しての評価物として、平びが

見とれる形として、 一枚リーフレットに した (VII~料

図6 「パフォーマンス課姐の実際」を参照）。

③ 実践を踏まえた授業の改善点

第 3時に行ったジグソー学習の際のエキスハートそ

れぞれ3つの浴料を、ジグソー括動においてうまく組

み合わせることができず、 Bの 「桜化」を他のエキスパ

ート臼料と関連づけることが難しかったよ うであった。

メインの間いの 「i乍者の思いを誠み取ろ う」では、間い

が柚象的になってしまい、生徒がどう砒めばいいのか

分からず戸惑っていた。具体的な問いや発問を上夫し、

提示する必要がある。

クロストーク活動
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第3学年 （その 1)

(1)単元名

文章や資料を読んで、人間社会の在り方を考えよう

ー反論技法を取り入れた意見文を密く一

学習材名 論説文中静透「絶滅の意味」（東京害籍）

3
 

(2) 目標

・論の進め方に着目して、筆者の主張を捉える

・人問社会と自然との関わりについて考え、

見を持つ

・自らの主張の説得力を高めながら、社会に向けて自

分の考えを発信する

自分の意

(3)本実践の目的

本単元では、学習材を通して、生徒が筆者の主張を

正確に読み取る力を身に付けさせたい。また、知識構

成型ジグソー法を通して賓料を読んで話し合い、人間

社会と自然との関わりについて考え、根拠を明確に し

て自分の意見を持たせたい。さらに、自分の主張とは

異なる立場の主張を取り上げ、それに反論することで

説得力を底める文章を書き、社会に向けて発信するカ

を育成したいと考える。

(4)実践内容

本単元に位置づける言語活動は、「C 読むこと」 (2)

「論説や報道などに盛り込まれた情報を比較して読

むこと」である。 そこで、単元を通して課題解決をめ

ざす言語活動を「文章や資料を読んで、人間社会の在

り方を考えよう一反論技法を取り入れた意見文を密＜

ー」とした。そして、「書くこと」と「読むこと」を統

合した次のパフォーマンス課題を設定した。

イ

あなたは、沖縄県教育委員会が主催する 「グロー

バル ・リーダー育成海外研修員」に選ばれま した。

このプログラムでは、海外の中高生に 「未来の沖

縄における観光産業と（沖縄のヤンバル地域に生息

する絶滅危惧種も含めた）自然環境の今後の展望」

について （英語で）発表することになっています。

「絶滅の意味」で特に注目 したことも具体的に挙

げながら、意見を 600字~800字程度で述べなさい。

世界で主体的に活躍できる次世代の若き リーダー

の出現を期待しています。

第 1時では、生徒はパフォーマンス課題を共有し、

具体的な学習の見通しを持った。初読の感想には、 「人

間は絶滅するのか?J「沖縄の動物の絶滅を防ぐために、

人間ができることは何か？」などの疑問を持っていた。

第 3時からは、管者の主張と根拠を読み取った（図

2)。策者が読み手の理解を助けるために生態系の仕組

みを説明していること、また、説得力を商めるために

根拠の内容を詳しく-r'fいていることを学習した。

第 5時では、自分の主張とは別の主張を想定した反

論技法を読み取った。自分の主張とは異なる主張に反

論することで、自分の主張が独りよがりにならず、説

得力を邸めるこ とができるようになることを理解した。

また、反論技法を取り入れた演習にも取り組んだ。

第 6時は、人rm社会の在り方について深い理解を促

すために知識構成型ジグソー法を取り入れた。エキス

パート活動からクロストークヘ展開する過程で、生物

多様性や生物や生態系に、なぜ価値があるのかについ

て話し合い、自分なりの意見を持つことができた。

第 7時からは、バフォーマンス課題に取り組み、前

時で見つけた新たな課超の 「人間社会の在り方と自然

との関わり」について、反論技法を取り入れながら自

分の意見を苦いた。その後、交流する時間を取り入れ、

お且いの意見を相互評価した。

●元 r3 文量の量•を彎える』の●元では．以下の零冒をします．

1艶重の重鴫』 r量纂して伝えようJ
この●元で員に付けたい力とは一

菖の量め方に●目して ●書の主置を塁えるカ

・人・社金とg量との●わりについて壽え．目分の1見を糟つカ

・目らの主量の重胃力を裏めながら．社金1こ日けて自分の膏えを覺量するカ
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表3 単元の指迎計画

次 時 評価規準 具体的な学習活動

1 琶論の進め方を捉え、人間社会と自然との関わり ・学習目標を確認し、見通しを持つ。

について自分の考えをまとめようとしている。 ・全文を通読する。 • 初説の感想を古く 。

2 圏学術的な言船など意味や用法を理解している。 ・文章を三つのまとまりに分ける。

3 芭 笙者のキ張、異なる立楊の主張、それに対する ・筆者の主張を捉え、異なる立場の主張を捉える。

4 箪者の反論の内容を正しく理解している。 • I況得力を高める論の進め）］について考える。

5 図 r!!l社会の在り方と生態系の維持との関係に • 生物多様性や生物や生態系に、なぜ価値がある

のかについて話し合う。6 ついて立場を明らかにして謡見をもっているg

7 固自分の主張とは異なる立場の主張を取り上げ、 ・反論技法を取り入れ、仕会と自然との関わりに

= 8 それに反論することで説得｝］を商める文章を ついて自分の意見を~If く 。， ;I;-いている。

10 

(5)実践の考察

① 生徒の学習の評価 （授業前後の変容・比較）

第 6時の学習の評価を「C 読むことJの評価規準（表

3の太字下線部分）を通して評価 したい。

生徒Kは、学料前の「生物や生態系に、なぜ価値があ

るのかを説明しよう」の問いに対して、次のように記

述 していた。

生物がいるから生態系が成り立っていて、生物がいない

と私たち人間は生きられない。人間にとってとても大切だ

から。生態系と人間は共存する。人間は生態系を守る。

生徒Kは、喰者の主張を捉えながらも、人間中心の

視点で生態系を捉え、人問社会の在り方については考

えていない様子であった。

第 6時の人間仕会の在り方について深い理解を促す

ことを目的とした学習後には、学習前と同じ問いに対

して、次のように記述が変容した（盤挫は喰者）。

人間は生物がいるから生きていけると思うので、生物や

生態系から恩恵を受けなくても守るべき。人間社会の在り

方は生物・生態系を必要としているけれど、人間にとって

役に立たない動物はいなくなってもいいという考え方を

改めなければならない。

・交流してお互いの、意見を評価する。

・単元末に学習を振り返る。

生徒Kは、人間社会の在り）iについて考え方を見直

す立場を取りながら意見を述べようとしていた。これ

は、 【おおむね満足できる】の評価ができると考える。

その後生徒Kは、どのような人間社会の在り方がい

いのか新たな課題を見いだし、考えを意見文に菩いた。

② 授業デザインの振り返り

説明的な文章を読むにあたっては、文章の内容の理

解とともに、筆者の芯き方のエ夫を捉えて学習者の表

現に活かせるような指群が必要である。

本実践では、反論技法を取り人れ、社会と自然との

関わりについて自分の意見を，1訳くというパフォーマン

ス課題と関連させた単元の指禅，1I・ 両を設定した（表 3)。

このような授業をデザインすることで、生徒は、「芯＜

こと」と「謡むこと」を統合した学習ができた。

③ 実践を踏まえた授業の改？窮点

教科内には、「絶滅してもかまわない生物もいるので

はないか」という筆者の主張とは異なる主張があった。

このとき、ある生徒が「正反対の、意見」が「異なる主

張」だと臥って捉える場面があった。反論技法を取り

入れる際には、一つの主張に対して多面的・多角的な

見方 ・考え方が捉えられるように指禅していきたい。

第6時人間社会と自然との関わりについて考える 第 10時 交流してお互いの意見を評価し、振り返る
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4 第 3学年の実践事例（その2)

(1)単元名

オキナワのWA! 「輪 ・和・ （対）話」

一話し合いを通して合意形成をしよう一

学習材名 「合意を形成する」（東京害節）

(2) 目標

・対立する意見について、合意の形成を目指して考え

をまとめる「謡論する力」を身に付ける

(3)本実践の目的

生徒の実態を見ると、対立した意見について校成 ・

反対の立場を取り、根拠をもって自分の主張を述べて

相手の意見に勝つ「討論する力」はある。しかし、相手

の意見を雌重してよりよい解決策を生み出すことには

十分とはいえない課題も見られた。

そこで、本単元では、私たちが生活する地域の様々

な課題に対して、お互いが納得できる解決策を提案す

ることを目的に、「オキナワのWA!『倫・和・（対）話』

一話し合いを通して合意形成をしよう一」を設定した。

(4)実践内容

本単元では、第3学年 「話す ・問く 」授業の単元の指

導計画（表4)を見直し、合意を形成する力を育成する

学習指蒋を展開した。「A 話すこと ・問くこと」 (1)エ

「話合いが効果的に展開するように進行の仕方を工夫」

することとして、シンキングツールを取り入れた話し

合い活動を行った。シンキングツールを用いる ことは、

視党化により惜報を整理し収倣できるメリットがある。

シンキングツールを活用して話し合うことで、よりよ

い解決に向けて、考えを広げながら相手の立場を腺重

して話し合うことができる。

本実践では、合意を形成するために必要な客観的な

視点を体験的に学習し、理解するために知識構成型ジ

グソー法を取り入れた。

エキスパート活動では、 A 「相違点だけではなく、共

通点を探し出そう」、 B 「反論するだけではなく、よい

ところを見つけよう」、 C 「話し合いの軸となる視点を

見つけよう」の衰料（図 3)を読み、エキスパート課題

に取り組んだ。

ジグソー活動では、エキスパート活動の三つの視点

を取り入れながらメインの問いに取り組み、合意形成

された提案を班で考えた。その後、合意形成に必要な

こととは何かを振り返る活動を取り入れた。

単元の終末では、身に付けた合意を形成するための

議論する力」を用いて、パフォーマンス課題に取り

組んだ。

戸この前、久しぶりに市内の大公園に遊び行ったんだ

けど、ずいぶんと海外からの観光客が増えていて、と

てもにぎわっていたよ。

大輔 どうやら、近隣の売店や飲食店も商売繁盛で経済的

効果があるらしいよ。

祥子 でも、 ごみが散乱していたり、すぺり台の列にきち

んと並ばなかったりした光景もあったな。もう海外か

らの観光客は来てほしくないな。外国人はお断りにし

た方がいいんじゃない？

大輔 マナーを守るように、ポスターを張って注意を促す

とかは？

祥子 そんなんじゃ、効果は期待できないよ。地元の子供

がのびのびと遊べるようにしないと。

大輔 でも、経済的効果は大切な視点だよ。それで、 子ど

もがいる店は家計を支えているわけだし。お買い物し

てくれるお客さんが減ると困る人たちもいると思う。

問い 対立する意見の良いところを取り入れた新しい提

案を考え 100~150字程度で提案しなさい。

生徒は、対立する意見の良いところを取り入れ新し

い提案を考えた。その後、地域の身近な話題を取り上

げ、合意形成の案として、どのような提案ができるの

かを問い続けながら謡論して考える時間を設定した。
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表4 単元の指導計画

次 時 評価規準 具体的な学習活動

1 圃さまざまな観点から評価しながらスピーチを • 2つのスヒーチを問き、違いを挙げながら評価

2 !!flき、自分の考えをまとめている。 の観点を考える。

• 自分の表現に生かしたい点を考える。

3 四LI的や相手、時間に応じて自分の経験や知識を •相手や場面によって話す内容や話し方を変える

4 再構成し、間き手にわかりやすい語句を選んで 必要について考える。

5 いる。 ・スピーチの紬習を行い、お互いにスピーチを評

6 価する。

7 轡合揺を形成することに関心を持ち、合意形成の ・社会生活の中から多様な捉え方や考え方ができ

る話題を取り上げる。＝ 8 滋論で新たな問いを見つけようとしている。， 匝対立する意見の共通点や、それぞれの良いとこ ・合意形成に必要な客観的視点を理解する。

・地域の様々な課題の解決案を考える。10 ろを見つけた上で、新しい案をまとめている。

目言第の意味を正確にと らえて、語感を磨き、語 ・モニタリングを行い、質の裔い対話であったか

どうかを客観的にみとりながら振り返る。猿を豊かにしている。

(5)実践の考察

① 生徒の学秤の評価 （授業前後の変容 ・比較）

単元の学習前は、「話し合いの活動で、相手の揺見を

将重して、よりよい解決策を生み出すことができます

か？」の問いに対して、生徒Hは次のように答えた。

• 自分が納得する考えや答えしか出してこなかった。

・多数決で決めることが多く て、 勝ち負けみたいな感覚も

少しあった。

• 自分が少数意見で他の人が多数の意見の時、自信がない

から多数の意見に流されることが多かった。

単元の学料後の振り返りでは、次のように考え方が

変容していた。

双方の意見のいいところや欠けているところを整理し、

二つの意見のいいところを組み合わせて新しい意見をつ

くる。必ず双方が納得しないと合意形成といえない。この

とき客観的に考えたら、どっちの意見にも偏らない。

勝ち共けにこだわった議論ではなく、お冗いの考え

を翰蘇し、自分の考えと相手の考えを公平に評価しな

がら、よりよい解決策を考える「議論する）j」が身につ

いており、 【おおむね滴足できる］と評価ができる。

ジグソー活動

② 授業デザインの振り返り

木実践では、話し合いの進め方の工夫として、シン

キングツールを取り人れた話し合い活動を行った。こ

れは、全国学）］・学習状況調査の質問項目 「他の人に説

明したり、文章に占いたりすることは難しいと思う」

に対して、 「そう思う (65%)」と答えた本県の生徒の実

態に応じて実施した指祁の工夫・改善の事例である。

シンキングツールを用いることで、考えたことを他

の人に視此的にわかりやすく説明することができるよ

うになった。また、情報が手元に残ることで、考えを整

理したり、再構築しやすくなった りすることができた。

シンキングツールの活川は、話し合いの進め方の工夫

として効果的な働きがあったと考える。

その後、地域の身近な話題を取り 上げ、合意形成の

案について問い続ける生徒の姿があった。

③ 実践を踏まえた授業の改善点

合意を形成する課迎によっては、対立する意見双方

の要素を取り入れるのが難しい場合もある。その際に

は、どこかに歩み寮れるところがあることを伝える指

禅も必要だったと考える。
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VI 成果と課題

1 成果

(1)アクティブ・ラーニングの視点を通したカリキュラ

ムマネジメント

本校国語科では、アクテイプ ・ラーニングの視点を

通したカリキュラムマネジメントを研究し、実践した。

その中で、各学年を通して、単元を通して課題解決を

目指す言語活動を設定し、指尊事項を指群した。

次の図は、実践した授業モデル図である（図4)。

振り返る
新たな問いもOK

→次の学びヘ

図4 アクティ ブ・ラーニングの視点を通した ―

授業モデル

単元全体を貫く中心発問は、予想される生徒からの

問いをイメージして設定した。このとき、思考を深め

ることを目的としたので、「論証の問い」を設定するよ

うに心がけた (IV研究内容 1「新たな課題を見いだし、

問い続ける生徒とは」を参照）。

「論証の間い」では、「なぜ、そう考えるのか」と根

拠を求めるので、生徒は、思考の根拠となる木文の叙

述を丁寧に読むようになった。また、話す・問く、~;

く、読む言語活動をペア・グループの中で行うことで、

期待する解に近づくことができた。そして、学びを振

り返ることで、新たな問いを持つことができた。単元

を通して課題解決を目指す言語活動を設定して指舜す

ることは、「問い続ける生徒」の姿の実現につながった。

しかし、このような授業モデルを毎時間、踏艇した

わけではない。例えば、「ひとりで考える」活動に重点

をおいた授業をデザインしたこともある。なぜなら、

「ひとりで考える」活動をおろそかにすると、次の「ペ

ア・グループで考える」活動において、禎極的に自分の

意見や考えを伝えることができないからである。

生徒の実態に応じて、柔軟に単元の指導計画を編成

したり、組み直したりすることが重要である。

「V 実践事例」の第 1学年では、単元のはじめに終

末の楊面の意味を企画害にまとめるパフォーマンス課

姐を提示したことで、終末の場面を生徒が主体的に解

釈し、意味づけする必然性を生みだすことができた。

また、第 3次の知識構成型ジグソー法による実践の前

時には、終末の場面の意味について考えるためのエキ

スパート資料の視点を生徒が考える時111']を設けた。個

人レベルで読み取りに必要な視点を考えたことで、ペ

ア ・グループで考えを深める生徒の姿を見とることが

できた。一連の学習を通じて、 「個人」、「グループ」で

考えを交流することを通して、「言業による見方 ・考え

方」を働かせて、「語義や描写に注目して登場人物の心

梢や作品を読み深める」ことができたと考える。

第2学年の事例では、単元を通して 3回のリライト

ぼく）活動によって、自分の思いや考えを深め、作者

の思いに触れ共感することができた。生徒自ら主体的

にことばを読み、他者や作者、自己と対話し、想像を膨

らませて「書く」ことで読みを深めていた。Jji元終了後

の生徒感想では、「 3年の和歌で想像するのが楽しみ」

と者いた生徒が多く見られた。その後哲学的に物事を

考えるという説明文の実践を行ったが、 3月の年間振

り返りのコメントで、 「あの後00ということについて

何回か考えたけど、終わりがなくて楽しいです」と密

いた生徒がいた。「問い」 「気付き」「学ぴ」のスパイラ

ルを、本実践に留まらず年間を通して繰り返すことで、

「言菓による見方・考え方」を働かせながら、自ら解決

に向かう姿勢をはぐくみ、国語科主迎である「間い続

ける生徒」の育成に繋がっていると考察できる。

第3学年の事例でも、知識構成型ジグソー法を取り

入れている。この学習法は、「ひとりで考える」活動か

ら「グループで考える」活動に移る際、対話せざるを得

ない状況を生み出す。事例その 1では、 「生物多様性や

生物や生態系に、なぜ価値があるのか」というメイン

の間いについて、異なった 3つのエキスバート臼料を

持ち寄って対話することで、生徒は人間社会の在り方

について深く考えることができるようになった。

また、本事例は、社会と自然との関わりについて自

分の意見を告くというパフォーマンス課題と関連させ

た単元の指導計画である。このように「諒むこと」と

堪くこと」を関連させることで、習得した知識や技

能を活用して、新たな解決したい課題を見いだすこと

ができる生徒の姿につながった。
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(2)アクティブ・ラーニングの視点を通した評価

第 3学年の叩列では、「海外の中高生に『未来の沖縄

における観光産業と（沖縄のヤンバル地域に生息する

絶滅危惧種も含めた）自然環境の今後の展望について』

慈見を 600字~800字程度で述べる」というバフォー

マンス課題を単元の迫入時に設定した。この課題に対

して、ある生徒は単元の終末で次の文章を古いた。

生徒作品 （下線部は授業者）

みなさんは、人間の未来だけではなく、他の生物の未来

も考えたことがあるだろうか。

今の沖縄では、固有種の生物の絶滅が問姐となってい

る。ノグチゲラを見てみよう。ノグチゲラは沖縄県の県鳥

にも指定されていて、やんばるの森にしか生息していな

い。数を減らしている理由として、人間が品に連れてきた

マングースに襲われることや、人間が捨てるゴミで急増し

たカラスに巣を襲われることが挙げられる。我が沖縄県の

県稔を初め、多くの固有生物が絶滅の危機に晒されている

今、原因である私たちはのうのうと日々を過ごしていてい

いのだろうか。

これに対して、経済成長のためには、多少の自然破壊も

仕方がないのではないか、と主張する人もいる。経済成長

することで地元の扉用が生まれ、人々に喜ばれることと、

経済利益の一部を保全活動にまわせばよい、というのが、

その根拠だ。

しかし、③生物の絶滅は不可逆的で一度絶滅してしまう

と復活はできない。また、マリンスポーツや野応観察など

自然を利川している産業も少なくはない。

例としてサンゴを利用した産業がある。サンゴの中でも

アオサンゴは、珍しい青い体をしている。よって、 'fl飛品

や宝飾品、アクアリウム貿易の対象となり、乱獲され数が

減った。気候変動にもとても敏感である。

このように、②私たちが産業で利用している生物たちも

絶滅の危機に晒されているため、自分たちの利益だけでな

く、哀境についても考えねばならないのだ。

最後に、このような問題は沖縄だけでなく、日本、そし

て世界各地で起こっている。①自分たちの目先の利益の前
に、利用させてもらっている生物たちの利益について考え

るべきではないか。

この生徒のパフォーマンス作品については、次の三

つの評価ができると考える。

第一に、人間社会の在り方と生態系の維持との関係

について、立場を明らかにして自分の意見をもってい

る（下線部①）。第二に、教科苫で学習した論説文「絶

滅の意味」の管者とは別の視点から生態系の価値につ

いて意見を持っている（下線部②）。第三に、自分の上

張とは異なる主張に反論することで、自分の意見の主

張の説得力を高めることができている（下線部③）。

単元の禅入時に単元のゴールとなるパフォーマンス

課題を提示して学びを進め、単元の終末で評価するこ

とで、指蒋と評価の一体化を図ることができた。

成果を以下にまとめる。

・アクテイプ ・ラーニングの視点を通したカリキュラ

ムマネジメントを行い、授業モデルを整理すること

ができた。

• 各学年で実践した思考カ ・表現）J • 判断力を育成す

るパフォーマンス課題例を領域ごとに一fl表でまと

めることができた。

・「言期による見方 ・考え方」を働かせ、言簗で理解し

たり表現したりしながら自分の思いや考えを広げ深

める授業改善ができた。

・アクティブ ・ラーニングの視点を通した評価 として、

単元の導入時に単元のゴールとなるパフォーマンス

課題を提示して学びを進め、単元の終末で評価する

ことで、指導と評価の一体化を図ることができた。

2 課題

課題を以下にまとめ、次年度へ改善につなげたい。

・「パフォーマンス評価」の指標となるループリック

（評価基準表）の共有を取り入れた実践が少ない。

・「パフォーマンス課題と評価」におけるループリック

の具体的な作成基準について“原則"があるかどう

かが見極められていない。

・木校国語科で研究している実践内容が、本県の生徒

の課超に対応できているかどうかのみとりが卜分に

達成されているとはいえない。

〈引用文献 ・参考文献〉

(1) 中央教育審譲会「幼稚園，小学校，中学校，商等

学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及

び必要な方策等について（答申）J 2016年 12月

(2) 沖縄県教育委員会「学力向上推進プロジェクト」

2016年 12月

(3) 野矢茂樹著『大人のための国語ゼミ』山川出版社

(2017) 

(4) (9)文部科学省「教育課程企画特別部会における論

点照理について」 2015年8月

(5) 麻木展郎編著『「これからの時代に求められる汽

質 ・能力の育成」とは』東洋館出版社 (2016)

(6) 田村知子他編著『カリキュラムマネジメン ト・ハ

ンドプック』ぎょうせい (2016)

(7) (8) (10)西岡加名恵編著『賓質 ・能力を育てるパフ

ォーマンス評価』明治図菩 (2016)
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V11 資料

表5 パフォーマンス課題例

読むこと
伝統的な言語文化と

話すこと ・問くこと 苫くこと
国語の特竹に関する事項

• 新入生向けの新聞記事
・花子さんの意見文が説得

・『少年の日の思い出』の最
・小学校6年生に『竹取物

力をもっためのアドバイ
語』の読みIHIかせをしよ

第
を害くために「中学校

スを考えよう 後の場面に込められた意
う～「石つくりの皇子」

1 
坐--i- 生活で大切にすべきこ

• 新入生に向けて学校新聞 味を説明する企画丼を作
の求婚話のおもしろさ年 と」について話し合お

に「中学校生活で大切に 成し、企画部長を説得す
を伝える音読の工夫をう（グループ・ディスカ

すべきこと」の記事を甚 る提案をしよう
考える～ッション）

こう（惜報発伝）

・「鰹節一世界に誇る伝統
・『卒業ホームラン』と『字 ・県外の中学生に 「琉歌」

第
・「L-1グランプリ」

食」を読んで、「世界に謗
のない莱害』を比較して の面白さを伝えよう2 る日本の00」を紹介す
「父親像」の違いを説み ・『平家物語』を映画化す、"'・ モニタ リングでグルー

るための文紅を苔こう
るなら、 00の場面でど

ナ

取ろう年 プの「聞き」レペルを診
・「哲学的思考のすすめ」の

・『走れメロス』のエピソー のような滅技指示内を断 ！
論証を参考に「哲学的に」

ドストーリーを作ろう 出すか検討しよう
説明しよう

・「S-1グランプリ」を • 海外の中油生に 「未来の ・『百科事典少女』の編集会
・『おくのほそ道』から芭第

開催しますが、担当者 沖縄における親光産業と 議で物語終末の「ンゴマ」
蕉の旅に対する思いや3 

が審査基準を誤って削 自然環境の今後の展望」 の記述が必要な理由を説
人生観を参考にして、

;e,,. 
子

について「絶滅の意味」 明しなさい
「これからの私」の決意

年 除してしまいました。

スピーチの審査基準の を例に挙げ自分の意見を ・『故郷』を読んで、未来の
表明をしよう

作成をお願いします。 芯きなさい 自分に手紙を害こう

（束京苫籍「新しい国語」）

表6 ルーブリック例

〈パフォーマンス課題〉

あなたはCM作成会社の社貝です。今度『少年の日の思い出』の映画化が決定し、 CM作成班の班長に任命されました。

4つのコマ割りのうち3つは決まったのですが、 「僕」が「チョ ウを一つ一つ取り出し、指で粉々に押し洪してしまった」

の楊面をCMの最後に当てはめたいと思います。企両部長は「僕」がチョウを盗む場面をCMの最後に採用しようとしてい

ます。最後の場面がこの作品の見所であることを、企画部長に提案するための企画苔を完成させなさい。

バフォーマンス課題で求める解の要素 ・観点 期待する具体的な記述のキーワード

• 最後の場面が「僕」や「少年の日の思い出」にとってい ・Bの記述語に加え、直前の「和台の上に載せ」、「淵の中

A かに重要か、情景描写や言葉の意味に注目 し、複数の根 で」のような表現描写に意味を見出し、「見ることもは

拠に基づいて説明する文章を井く ことができる。 ばかられた」、「自分だけの空間で」等の解釈がある。

• 最後の場面にはエーミールのチョウを盗んでしまった

• 最後の場面がいかに重要か、エキスバート資料に提示 ことの後悔や反省が表現されている。また、「一つ一つ」

B された視点をふまえて、表現描写や言菜の意味に注目 「指で」「粉々に」「押し洪してしまった」という描写に

し、 根拠を示して説明することができる。 は、チョウの収集やこれまでの自分との別れ、イ伐いきれ

ないエーミールに対する「僕」の贖罪が表れている。

Cの生徒に対する手立ての実際

①ジグソー活動やクロストークを通じて交流することで生徒自身が解に近づけるよう、考えの再構成の場を設定する。

②補助発問によって、エーミールの喉笛に飛びかからなかった理由について考えさせる。

③補助発問によって、「僕」にとって「チョウを収集すること」にどのような意味があったのか考えさせる。

（東京占籍「新しい同語 1」ヘルマン ・ヘッセ「少年の日の思い出」の場合）
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この歌の解釈は、だいたいが「あの伊集の花

のように私も白く生まれ変わって生きよう」と

いうものが多かったが、①の生徒は「丹親」を

伊集の花に例え、花が何を象徴しているかを考

え、想像を膨らませて SS を~.：いている 。

図 6 パフォーマンス課題の実際 （一枚リーフレット）
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